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衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境

を
推
進
す
る
た
め
に

　

市
で
は
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
が
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
昭
和

51
年
か
ら
公
共
下
水
道
事
業
に
取

り
組
み
、
昭
和
61
年
に
は
本
庄
地

域
の
一
部
地
域
で
公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
19
年
度
末
に
は

普
及
率
が
47
・
９
％
（
行
政
人
口

比
率
）、
水
洗
化
率
（
接
続
率
）
は

83
・
７
％
と
な
り
、
約
３
万
３
千

人
の
み
な
さ
ん
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
生
活
環
境
改
善
の
た

め
、
計
画
的
に
公
共
下
水
道
整
備

を
進
め
ま
す
。

平
成
 19   
年
度
汚
水
処
理
に

　

係
る
決
算
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
の
汚
水
処
理
に
要

し
た
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
汚
水
処
理
場
の
維
持
管
理
に
約

　

２
億
４
千
万
円

○
汚
水
処
理
場
の
建
設
や
下
水
道

　

工
事
を
行
う
際
の
借
入
金
の
返

　

済
に
約
10
億
５
千
万
円
（
借
入

　

金
の
総
額
は
約
１
７
０
億
円
、

　

残
高
は
約
１
０
０
億
円
と
な
っ

　

て
い
ま
す
。）

○
下
水
道
管
の
点
検
や
補
修
、
営

　

業
費
用
そ
の
他
の
経
費
に
約
１

　

億
１
千
万
円

　

合
わ
せ
て
約
14
億
円
の
経
費
が

か
か
り
、
使
用
料
収
入
は
約
５
億

円
で
、
約
９
億
円
の
収
入
不
足
が

生
じ
ま
し
た
。（
不
足
額
は
一
般
会

計
か
ら
補
て
ん
し
ま
し
た
。）
こ
れ

は
、
１
㎥
の
汚
水
を
処
理
（
維
持

管
理
を
含
む
）
す
る
の
に
約
３
０

２
円
の
経
費
が
か
か
り
、
使
用
料

収
入
が
約
１
０
８
円
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
公
共
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
は
、
収
支
の
改
善
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

〜
公
共
下
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
を
目
指
し
て
〜

　
　

４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　

公
共
下
水
道
の
使
用
料
金
が
改
定
に
な
り
ま
す

★
下
水
道
課
☎
㉕
１
１
４
６　

トゲウオのすめる清流を！

水質管理センター最終沈殿池
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公共下水道使用料新旧比較表（１か月分）
用　途 排除量 改定前 改定後

一般用 基本料金 10㎥以下 650円 800円
超過料金 11㎥～30㎥ 95円 117円
（１㎥につき） 31㎥～50㎥ 105円 130円

51㎥～100㎥ 115円 143円
101㎥～200㎥ 140円 175円
201㎥～500㎥ 160円 200円
501㎥～1,000㎥ 180円 225円
1,001㎥以上 200円 250円

浴場営業用 １㎥につき 40円 40円
※排除量とは水道の使用水量等です。
※使用料は消費税抜きの金額です。

～一般的なご家庭の使用料計算例～

　水道水のみを使用しているご家庭で、
２か月分の水道水検針量が50㎥の場合
（この場合１か月 25㎥として計算します。）

改定前使用料 改定後使用料
基本料金：10㎥まで／月 650円 800円

超過料金：11㎥～30㎥／月
1,425円 1,755円

(15㎥×95円) (15㎥×117円)
１か月分使用料① 2,075円 2,555円
２か月分（①×２） 4,150円 5,110円
消費税（５％） 207円 255円
請求額（２か月分） 4,357円 5,365円
※使用料改定後は1,008円の増額となります。

使
用
料
改
定
へ
の
経
緯
に
つ

い
て

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
経
費
と
長
い
年
月
を
要
す

る
先
行
投
資
型
事
業
で
あ
り
、
そ

の
財
源
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
の

ほ
か
、
借
入
金
に
多
く
を
依
存
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
汚
水
処
理
経

費
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
を

利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
か
ら
の
使

用
料
収
入
に
よ
っ
て
、
賄
う
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
一
般
会
計
と
は
区

別
し
て
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

使
用
料
収
入
の
み
で
は
必
要
と
す

る
経
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
毎
年
度
一
般
会
計
か
ら
不

足
額
の
補
て
ん
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
経
営
状

況
か
ら
、
昨
年
７
月
に
下
水
道
事

業
審
議
会
に
使
用
料
改
定
に
つ
い

て
諮
問
し
、
５
回
の
審
議
を
経
て
、

11
月
に
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
答
申
の
内
容
を
尊

重
し
、
平
均
約
23
・
８
％
引
き
上

げ
る
使
用
料
改
定
案
が
12
月
の
市

議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
改
定
は
、
下
水
道
利
用
者
の
生

活
等
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
と

も
に
、
福
祉
や
教
育
を
は
じ
め
と

す
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た

め
に
も
、
一
般
会
計
か
ら
の
支
出

を
減
ら
し
、
公
共
下
水
道
事
業
の

経
営
健
全
化
を
目
指
し
た
も
の
で

す
。
新
料
金
は
４
月
１
日
以
降
の

検
針
分
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
経

過
措
置
と
し
て
３
月
31
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
利
用
し
て
い
る
場
合

に
限
り
、
４
月
及
び
５
月
検
針
分

は
旧
料
金
に
な
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る

み
な
さ
ん
に
は
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
公
共
下
水
道
事

業
経
営
に
つ
い
て

　

市
で
は
今
後
、
次
の
よ
う
な
考

え
方
で
公
共
下
水
道
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

○
河
川
の
汚
れ
が
進
み
、
下
水
道

　

の
整
備
が
急
が
れ
る
地
域
な
ど

　

を
優
先
的
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

○
施
設
の
延
命
化
対
策
や
建
設
工

　

事
等
の
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
ま

　

す
。

○
整
備
区
域
内
で
公
共
下
水
道
を

　

利
用
し
て
い
な
い
市
民
の
み
な

　

さ
ん
に
利
用
促
進
の
働
き
か
け

　

を
行
い
、
施
設
が
効
率
的
に
利

　

用
さ
れ
る
よ
う
啓
発
に
努
め
ま

　

す
。

ご
存
じ
で
す
か

　
　

受
益
者
負
担
金
制
度

　

公
共
下
水
道
は
、
道
路
や
公
園

な
ど
の
よ
う
に
不
特
定
多
数
の
人

た
ち
が
利
用
で
き
る
施
設
と
は
異

な
り
、
利
用
で
き
る
区
域
や
利
用

で
き
る
人
た
ち
が
限
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
公
共
下
水
道
が
利

用
で
き
る
区
域
の
土
地
（
宅
地
や

農
地
等
）
所
有
者
等
の
み
な
さ
ん

に
は
、
事
業
費
の
一
部
と
し
て
受

益
者
負
担
金
（
１
㎡
当
た
り
３
０

０
円
）
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
か
ら
次
の
区
域
で
公
共

下
水
道
が
利
用
で
き
ま
す

○
児
玉
町
児
玉
の
一
部

○
児
玉
町
八
幡
山
の
一
部

○
児
玉
町
金
屋
の
一
部

○
緑
３
丁
目
の
一
部

○
西
五
十
子
の
一
部

公
共
下
水
道
事
業
の
再
評
価
に
つ
い
て

　

再
評
価
と
は
、公
共
事
業
の
効
率
性
や
実
施
過
程
の
透
明
性
の
一
層
の

向
上
を
図
る
た
め
、
過
去
10
年
間
に
実
施
し
た
事
業
を
評
価
し
、
そ
の

事
業
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、公
共
下
水
道
事
業
の
再
評
価
を
実
施
し
た
結
果
、下
水
道
事

業
審
議
会
に
お
い
て
「
公
共
下
水
道
事
業
の
普
及
率
が
現
在
、
約
48
％

と
整
備
途
上
で
あ
り
、
今
後
も
市
民
の
生
活
環
境
改
善
の
た
め
、計
画
的

に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
結
論
を
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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